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女
性
画
家
の
先
駆
け
・
木
谷
千
種　

　
資
料
館
に
は
現
在
3
0
0
点
を
超
え
る
池
田

ゆ
か
り
の
美
術
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
針
供
養
》
は
こ
れ
ら
の
う
ち
日
本
画
の
一
点

で
す
。
木
谷
千
種（
１
８
９
５
～
１
９
４
７
）は
、

近
代
の
大
阪
を
中
心
に
活
躍
し
た
女
性
画
家
と

し
て
知
ら
れ
ま
す
。
資
料
館
で
は
、
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）に
特
別
展「
女
性
日
本
画
家　
木

谷
千
種
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
千
種
が
活
躍
し
た
大
正
か
ら
昭
和
初
期
、
女

性
画
家
は
流
行
職
種
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大

正
元
年（
１
９
１
２
）に
20
歳
の
女
性
画
家
・
島

成
園
が
文
部
省
美
術
展
覧
会（
文
展
）に
入
選

し
、
そ
の
快
挙
が
新
し
い
女
性
画
家
像
と
し
て

全
国
的
に
報
道
さ
れ
た
話
題
を
皮
切
り
に
、
そ

の
盛
況
は
、
女
性
画
家
は
女
優
と
共
に
新
し
い

流
行
の
一
つ
、
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
千
種
は
そ
う
し
た
女
性
画
家
の
先
駆
け
と
い

え
ま
す
。
大
正
４
年（
１
９
１
５
）20
歳
で
第
９

回
文
展
に
初
入
選
す
る
と
、
翌
年
、
成
園
ら
と

共
に「
女
四
人
の
会
」
を
結
成
、
大
阪
三
越
で

井
原
西
鶴
の「
好
色
五
人
女
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
近
松
門
左
衛
門

研
究
家
の
木き

た
に谷
蓬ほ
う
ぎ
ん吟
と
結
婚
し
た
後
は
、
画
塾

「
八
千
草
会
」
を
創
設
し
、
女
性
画
家
の
育
成

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
画
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
千
種
は
ま
た
、

佳
人
、
良
縁
を
得
た
女
性
と
し
て
も
知
ら
れ
た

よ
う
で
、
女
性
雑
誌『
婦
女
界
』
や『
婦
人
俱
楽

部
』
に
お
い
て
、
化
粧
や
髪
型
、
結
婚
生
活
に

つ
い
て
も
語
っ
て
い
ま
す
。

千
種
と
池
田
・
室
町

　
こ
の
よ
う
に
モ
ダ
ン
な
女
性
で
あ
っ
た
千
種

が
画
家
と
し
て
歩
み
始
め
た
場
所
が
、
叔
父
・

吉
岡
重
三
郎
が
居
を
構
え
て
い
た
池
田
・
室
町

で
し
た
。
重
三
郎
は
、
阪
急
電
鉄
の
取
締
役
や

宝
塚
少
女
歌
劇
の
経
営
部
長
を
務
め
、
小
林

一
三
か
ら
厚
い
信
頼
を
受
け
た
人
物
で
す
。

　
池
田
・
室
町
は
、
明
治
43
年（
１
９
１
０
）箕

面
有
馬
電
気
軌
道
株
式
会
社（
現
阪
急
電
鉄
）

が
郊
外
の
自
然
豊
か
な「
新
市
街
地
」
と
し
て

開
発
し
た
新
興
住
宅
地
で
し
た
。
大
正
４
年
、

東
京
で
の
修
養
を
経
て
帰
阪
し
た
千
種
は
、
こ

の
叔
父
の
家
に
住
ま
い
、
文
展
初
入
選
作《
針

供
養
》
を
制
作
し
ま
し
た
。
資
料
館
の
所
蔵
品

は
、
依
頼
に
よ
り
好
評
を
博
し
た
入
選
作
と
同

画
題
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　
針
供
養
と
は
、
裁
縫
を
習
う
女
性
が
２
月
８

日
に
折
れ
た
針
を
集
め
て
淡
島
宮
に
納
め
る
風

習
で
、
風
俗
画
の
画
題
の
一
つ
で
す
。
モ
デ
ル

は
大
阪
南
地
・
富
田
屋
の
小
八
千
代
と
い
う
舞

妓
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
結
婚
前
の
少
女
が
裁

縫
修
養
に
親
し
む
様
子
が
着
飾
っ
た
姿
で
可
憐

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
女
性
画
家
の

大
半
は
山
水
画
や
花
鳥
画
を
描
い
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
画
題
の
選
択
は
師
・
北
野
恒
富

の
影
響
の
よ
う
で
す
が
、
お
そ
ら
く
千
種
は
、

女
性
が
女
性
を
描
く
、
新
し
い
画
家
像
を
も
意

識
し
て
制
作
に
挑
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　
千
種
は
大
正
８
年（
１
９
１
９
）頃
に
は
池
田

を
離
れ
京
都
に
移
り
住
み
ま
す
。
し
か
し
、
近
代

の
池
田
が
新
市
街
地
と
し
て
持
っ
て
い
た
新
し
い

空
気
は
、
千
種
の
女
性
画
家
と
し
て
の
旅
立
ち
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
再
開
後
の
資
料
館
常
設
展
で
展

示
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

近
代
池
田
の「
と
き
の
輝
き
」
に
思
い
を
馳
せ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
、
次
回
を
お
楽
し
み
に
。

◆
問
い
合
わ
せ
は
歴
史
民
俗
資
料
館　
　

　
☎
7
5
1・３
０
１
９

▲木谷千種《針供養》

そ
の
3

資
料
館
の
小
部
屋

ときの輝き
　
現
在
、
歴
史
民
俗
資
料
館
は
収
蔵
庫
の

空
調
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
休
館
中
で

す
。
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
た
め
、

８
月
号
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
学
芸
員
お

す
す
め
の
所
蔵
品
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
３
回
は
、
木き
た
に谷

千ち
ぐ
さ種

《
針
供
養
》
で
す
。
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